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はじめに

　学校教育において音楽的な活動が、児童生徒にとって身近で楽しい時間となり、ざらに感動を共

有する場になれば、それら経験は将来子どもたちが音楽と継続的に関わるための基盤となるであろ
う『

Bそう考えると、音楽科教育はこの使命にどのように応えていくべきであろうか。

　原始から歌う、鳴らす、踊るといった表現行為は、人間の欲求の現れであり、また生活共同体に

おける営みとして存在した。集いの中で表現を通して時間と場を分かちあい、夢中になって興じ、

個性を発揮しながら人々は技や感性を身につけていったのではないか。時代や社会の要請にともな

った専門家養成や教育などの目的以前に、本来、表現は人間の本能的欲求として、また生活の営み

の中にあったのである。

　現在の社会的環境や生活スタイルを考えると、人と人が触れ合う共有体験の場が子どもたちには

ますます必要である。ここで言う共有体験とは、「他者と共感し、感性を磨く」「技能や知識、発想

を生かしながら創造的に表現する」、そして「感動の時を分かちあう」といった子どもの人格形成に

とって大切な経験の場につながるものである。まさに音楽の表現活動や学習は、この共有体験の場

と重なり合って展開されると言える。

　以上の観点から筆者は、音楽科教育法の授業において、将来教員を目指す学生たちが子どもの音

楽表現を多角的に捉え、そこから支援の方法を経験的に身につけるよう働きかけている。そこで重

視していることは、「皆が参加して活動する場をいかにつくり出すか」という課題意識をもっことで

ある。

　本稿では初等音楽科教育法における取り組みと学生の意識調査を通して、音楽的体験：を共有する

「場」がどのような要因のもとで成立するのか、あるいはその「場づくり」という視点が音楽の表

現と学習の活動にどう生かされるのかを考察する。
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1　音楽的表現と共有体験をつなぐ理論的基礎

1一遠刮ｹ楽科教育法授業のねらいと実践に関わって一

1．初等音楽科教育法授業のねらい

　初等音楽科教育法の授業は、小学校音楽科の指導内容や方法、教材について研究を行ない、実践

的な指導力を養うことを目的とするが、これらの内容を扱う前に、将来、学校生活のさまざまな場

で児童の音楽活動と関わることになる学生たちに、まず自分と「音楽をすること」との関係を築い

てもらいたいと考える。この関係が築かれてこそ、その上に音楽科教育法の授：業は成り立つからで

ある。

　初等音楽科教育法を履修する学生一人ひとりは、それまでにさまざまな音楽的経験を積み重ねて

　　　　　　　　きている。授業では、各人それぞれのレベルにおいてもっている音楽との接点を引き出し、そこか

ら音楽活動に参加できるよう促していく。学生たちは活動を通して、個人の独自性や他者との共通

性をとらえ、それらを音楽の表現に生かすことを学んでいくが、この経験が共有体験の場をつくり、

豊かな音楽表現を引き出す力につながると考える。

2．音楽表現へのアプローチ

　先に述べた授業のねらいに即して、学生たちの音楽表現を導くために、筆者は次の3つのアプロ

ーチ段階を設定している。

〈音楽表現への3つのアプローチ〉

①鳴り響く音を体験する一聴いて感じ取る一

②コミュニケーションを成立させる一表現・伝達一

　③他の表現手段を活用する一あそび、身体の動き、ストーリー・場面、図形や絵を通して一

これら3っのアプローチは、本授業で主軸となる下記の囚回回の実践へと進展する。

A聴いて感じ取る…意識的に聴くことにより音・音楽の諸要素や構造と意味内容を関連づける

　　　　　実践1：ある曲を聴いて感じ取ったことを文字やイラストで表わす

　　↓

B表現して伝える…意味内容を伝えるために音・音楽の諸要素、構造を活用する

　　　　　実践2：音のリレー

　　　　　実践3：音の対話

　　　　　実践4：テーマを音・音楽で表わす

　　　　　　　　1）テーマを決める　2）筋書きを考える　3）何をどんな音で表わすかを試行する

　　　　　　　4）図形譜に書き留める　5）発表（実演）する

　　↓

C歌唱指導体験…指導方法を多角的に捉え、共有体験の場をつぐり出す

　　　　　実践5：各グループが選曲し、歌唱指導：を行う

〈音楽表現一の3っのアブ』一チ〉の①と②は囚と回の活動と相乗的に関わる．囚と回ゐ
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活動を通して柔軟になった音楽表現への意識は、C歌唱指導体験に向けられるが、その際アプ

ローチの③は、参加者の共感を高めるために生かされることをねらいとしている。

3．音・音楽の意味作用を生かした活動

　（1）各人がもつ音楽的能力

　　音楽的能力とは、感受や表現と関わる能力、知識・理解と関わる能力、また音楽を興味関心

　　の対象として指向する能力など多様である。音楽的能力とは決して特別なものではなく、人はそ

　　れぞれ生きてきた過程で音楽的な体験や情報を蓄積し、広い意味での学習を通して音楽的能力を

　　もっている。このように音楽的能力を幅広く個々のものとしてとらえると、個人の独自性を尊重

　　する視点につながっていく。・テイトM．TaitとハックPH：aackが『音楽教育の原理と方法』の

　　中で、“共有sharing”を「共同体の中における自分の独自性を知り、共同体に対してその独自

　　性を進んで役立たせることによって示す、人間の社会的参加を意味する」（テイト、ハック

　　1991：28）と定義したように、独自性が集団の中で交流することが、共有体験の場には必要で

　　ある。

　　　ここで「人はそれぞれ生きてきた過程で音楽的な体験や情報を蓄積し、広い意味での学習を

　　通して音楽的能力をもっている」と述べたが、このことについて補足しておきたい。

　　　言語学や記号論に示唆を求めると、鳴り響く音・音楽（．あらわれたもの：表現）とそこから

　　感じ取られた意味内容（あらわされたもの：内容）、両者を結びつけるのはコードcodeであると

　　とらえられる1。諸説あるものの、筆者の立場では、音・音楽の感受と表現・伝達に関わるコー

　　ドは、「理論体系」と「社会的・文化的慣習」の両方の性質を含んでいると考えている。たとえ

　　ば、低音のオクターブのトレモロで半音階進行するピアノ曲を聴いて、「不安」という感情がわ

　　き起ったとする。それはそのような音楽が「不安」という感情と結びつく経験を過去にもった

　　ことがあるからかもしれないし、あるいは低音、トレモロ、半音階進行という音楽の構造その

　　ものが不安定な感覚であるからとも言える。このように考えると音楽の表現と意味内容を結び

　　つけるコードは、人、音楽、状況によって多種であり、それは日常的体験のレベル、音楽固有

　　のレベル、美的レベルなど複層的な段階に位置している。ここでは詳しく論じることはできな

　　いが、コードが多様なレベルにあるということと音楽的能力の多様性は連鎖していると考えて

　　よいだろう2。

　（2）聴いて感じ取る体験・表現して伝える体験一音楽は意味をもつか一

　　　「音楽は意味をもつか」という問いかけから始まる筆者の初等音楽科教育法の授業では、感

　　受・表現の両面から音・音楽の意味作用、言い換えると意味解釈と意味伝達の機能を実感する

　　よう学生たちに取り組ませている（1－2参照）。

　　1）聴いて感じ取る活動

　　　　A聴いて感じ取る活動の実践1では、学生たちに「ある曲」（サン＝サーンス作曲、組曲

　　　『動物の謝肉祭』の中の「水族館」であるが、題名は明かさない）を聴かせ、各自が感じ取

　　　つたこと、イメージしたことを文字やイラストを使って自由に紙面に書かせる。そして書き

　　終えたらその紙面を周囲の者と交換し合う。資料1は、1クラス分の書かれた内容を筆者が

　　類型的にまとめたものである。

　　　　この活動の意義は2つある。第1は、音楽から感じとった内容を書いて表現することによ



122 中嶋　俊夫

　り、音・音楽の諸要素や構造と意味内容の関連付けを体験することである。この体験は、そ

　の後の音楽活動や学習に発展的に生かされる。

　　第2は、各自が書いた内容を他者と交換することにより、自分と他者の共通点や差異を認

　識することである。このように共感したり、互いの独自性を認め合ったりするバランスが共

　有体験の場に求められると考えている。

2）表現して伝える活動

　　B表現して伝える活動は、表現したい内容を音・音楽に表わして伝えることを目的とする。

［資料1］　ある曲を聴いて感じ取った内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　初等音楽教育法履修者43人（うちイラスト16例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　／は感じ取った人数（例：ン／／3人）

　　　　　　妖精／／／／少女／／少年／　未亡人／　幽霊／　ドラキュラ／

　　　　　　　　　生命体（生物）／／ねずみ／　カゲロウ／

　木々／／花／　草／　　現れる人・生物・事物　　月／／／／／／　星／／／／／水／／　雲／

氷／／　宝石／　ランプ／　一筋の光／　　　お城／／／　廃塘i／／／　洋館／／　家／　窓辺／

　　　　　森／／／／／／／／／／／／／／／／／　　　宇宙／／’　　　洞窟（穴）／／／／／

　　湖／／／／　川／／　川沿い／　［魎コ　　海／　海の底／

池／　水辺／　水の中／　噴水／　泉／　　雲の上／　町／　山奥／　草原／　裏口／

　　　　　　ヨーロッパの国／／／／　　　外国／

　　　　　　　　　　　　　　　夜／／／／／／／

　　　　　　　　月夜／／／　　［麺コ　真夜中／　夕暮れから夜／

　　　　　　　　　　冬の夜／　　　　夜明け／／　朝／

　　　　　　　　　冒険／／　探検／噛　魔法／／　　胎動／

　水が流れるような／／／／　川のせせらぎ／　氾濫しそうな（川）／　豪雨／雨／

　光る（光が見える）／／／／　雪が降る／／／　風が吹く／　落ちる／下りる／踊る／
暗い・闇／／／／／／／／／／／　薄暗い／／　状況・状態・様態　　　明るい／／　晴れる

　　　　　冷たい／／　寒い／／　　キラキラ／／／／　　静かな（静けさ）／／／　古びた／

　こっそりと／／迷いこむ（迷子）／／／／　翻弄される／　眠くなる／／　抜け出す／／

さまよう／／／／／／　ゆっくり歩く／・散歩する／　歩き回る／　・馬にのって／

　早歩きで帰宅／　追っかける／　不時着する／　パジャマで外の出て／

　　　　見てはいけないものをみる／　危ない／　奇妙な／　不気味な／．

　　　　　おぼろげな／　クリスタルな／　不思議な・ミステリアスな／／／／／／／／／／

　　　知らない（未知な）／／／　不安な／／／／　おびえる／　怪しげな／

悲しそうな／さみしそう／／　感覚・気分・気持ち　きれいでやさしい／

さみしい／　つらい／　予感／／／／／　　恐怖／　　緊張感／　　期待と不安／　胸騒ぎ／

　　幻想的／／　ファンタジー・ファンタジック／／／／／劇的な／　神秘的／

おとぎ話だ　社会的実践と関わる音楽・シンボル化された音楽　　夢／

　　　　ディズニー／／／　ハリー・ポッター／／映画のオープニング／／／

ホラー映画の始まり／物語の序章／劇中の音楽／　サスペンス／　はじまり／

　　　　　　　　　　　ゲーム音楽／　効果音／

　　　　　　　　　噛弦楽器の神秘的なメロディー

ピアノの高音で細かい動き　音楽固有の解釈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　主旋律の裏で高音のピアノが…
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　実践2では、学生たち各自が「自分の音」（身の回りの様々な音素材）を持ち込んで、それ

を用いて教室の端から端まで座席順に「音のリレー」を行なう。この「音のリレー」は逆周

りにしてもう一度行なうが、その際に同じ素材を使って1回目とは異なった鳴らし方をする

よう指示する。この活動では身の回りにさまざまな音素材があるということに目を向けると

ともに｛「だれかがその音を発する」という表現行為に関心をもち、その中の表現者の一人と

して自分の存在を認識することがねらいである。

　実践3では、二人の学生が卓上を挟んで向い合って、卓上に並べられた楽器や音素材を使’

って「音の対話」をする。この活動は表現者である二人の個性や関係性が音に反映し、積極

的に盛り上がったり、遠慮がちに探り合ったり、時には苛立ちや威嚇の表情が現れたりする。

それぞれの対話にはその状況を見守る他の学生たちの反応が加わるので、ペアを組んだ二人

が互いの音表現をどう受け止めるかという次元と、二人の音の対話を聴衆とレて解釈する三

元とが交錯する。

　実践4では、6人で1グループになり、テーマを決め、筋書きを構想し、それをいろんな

楽器や音素材をつかって表現していく。作業の工程として、音で表現する内容を図形譜に書

き留め、音のイメ「ジを視覚的にとらえることを経験する（資料2）。各グループは出来上が

った音作品を、テーマを伏せて皆の前で発表し、発表後にテ』マが明かされる。

¢

［資料2］　学生が作成した図形譜

　テーマは「お祭り」や「朝の通勤ラッシュ」など日常的・具体的なものから「失恋」や「試

験が終わった日の気分」など抽象的なものまでさまざまである。学生たちが試行する音・音

楽による表現は次の3タイプに分類できる。

1）実在する音の模倣：自然音、環境音、生活音……

2）気分や雰囲気、音を伴わない現象の描写：不安、恐怖、痛み、月明かり、宇宙……

．3）シンボル化された音・音楽の活用：ドラマやCMなどで効果的に使われている音楽、学校

　のチャイム、下校の音楽…、社会において共通に意味が認識されている音・音楽

これら3タイプは1）具象的、2）抽象的、3）象徴的といった傾向をもつ表現といえるが、意味
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作用の面からみれば、1）類像、2）指標、3）象徴といった機能3を担っている。学生たちはそれら

機能を体験的に知っていて、表現として活用することができるのである。実践4の活動の意義

は、表現者は何を表そうとしたか、そのためにどのような方法を用いたか、受け手は表現から

何を感じ取ったかを思考することであり、音の多様な表現を介してコミュニケーションの場が

成立することである。

・囚と［司は音・音楽の構造と意味作用の連関を意識させる活動であるが、他者と触発しあ

いながら、だれもが音楽から何かを感じとり、また自分のアイデアを音として実現させるため

の手立てを示せることを体験する。

b

4．共有体験の場への着想一く小学生と大学生の交流音楽会〉をモデルとして一

　筆者が担当する別の授業「教育実地研究」は、主に音楽教育を専攻する2年生15名ほどが履修し

ている。学生たちは幾度か学校現場に出かけ、授業や児童の実態を観察する機会をもつ。その一環

としてく小学生と大学生の交流音楽会〉という企画が毎年行なわれている。この時の様子を収録し

たVTRを初等音楽科教育法の授業で見せ、次の実践課題　C歌唱指導体験　の動機づけにしたいと

考えている。

1この交流音楽会は大学生が主体となって企画し、本学部附属横浜小学校児童を対象に実施されて

いる。筆者はこの交流音楽会の条件として大学生に要求することは「児童が参加して音楽表現する馳

場をつくること」である。交流音楽会というと合唱や合奏の発表会という形式も考えられるが、実

際にこれまで大学生が企画した内容をみると、自分たちで台本を書いてミュージカル仕立てにする

形式が定着している。

　2004年11月、附属横浜小学校音楽室で2年生児童120人を対象に行なわれた交流音楽会を例に考え

ていきたい。

　〈歌パワーをとりもどせ～横浜小学校ゆうかい事件～〉と題して始まった会は、冒頭、児童たち

の目の前で音楽の先生が悪魔（男子学生演じる）に誘拐され騒然となる。音楽の先生を助けようと

悪魔に挑んだ主人公の少年（女子学生演じる）は歌パワーを奪われてしまう。歌パワーを取り戻し

悪魔から音楽の先生を救うために、指南役となる「リズムの女神」「メロディの女神」「振り付けの

女神」を順番に訪ね、修行を積む6この時、なかなかうまく表現力を取り戻せない主人公を、それ

まで観衆として見守っていた子どもたちがいっしょに表現して助けるというストーリーである。ス

トーリーの場面つくpとして衣装や背景画、また効果音、音楽が使われているが、実際に臨場感あ

る場は子どもたちの想像力によってつくられていく。その場を児童と大学生が共有して音楽表現で

きたとき、両者の感動が生まれることをこの交流音楽会は教えてくれている。

　この場づくりには、子どもたちをもっとも効果的に引き込むことができる劇の要素が使われてい

るが、「児童が参加して音楽表現する場」という条件に応えるため、ストーリーの中に誘い込んで、

そこで音楽表現せずにはいられない状況をつくりだすことに学生たちが着眼しち結果である。そこ

には子どもの興味・関心はどこに向けられているのか、やる気や表現意欲はどのような場面で喚起

されるのかといった、音楽の表現活動と学習にとって普遍的なモデルが示されている。
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＜小学生と大学生の交流音楽会＞　2005年11，月、附属横浜小学校音楽室

II　初等音楽科教育法における〈歌唱指導体験〉の取り組み

1．歌唱指導体験の意義
　表現領域の中でも「歌唱」は、身近で基本的な表現活動であるが、身体表現をともなったり、歌9

の題材や歌詞の解釈を曲想に生か．したりと、同時に複数の局面から表現に迫っていくことができる

分野である。また重唱や合ロ号、器楽や劇とのコラボレーションなど、形態を変えて取り組むことが

できるという点でも多様な表現活動である。その意味で選曲、、指導内容や方法には様々な発想を取

り入れることができる。

　本授業のく歌唱指導体験：〉は、6人が1グループとなって毎回各グループが模擬i的に歌唱指導を

行なうものである1時間は1グループ40分程度であるが、選曲のジャンルや指導方法・形態はすべ

てグルニプの創意に任されている。また、必ずしも学校の授業を想定して行なう必要はなく、前に

立って指導するグループとフロア側の学生たちが、歌唱を通していかに共有体験を深めるかが課題

である。6人1グループのメリットは、指導の役割分担をするこ，とによって、指導内容や方法をど

のように組み立てるか、そのために各自何ができるかを話し合って立案できることである。授業者

は、あえて指導の観点や項目をあらかじめ挙げることはしない。その方が、学生は既成概念にとら

われず、自由な発想を生かして臨めるからである。

2．歌唱指導体験内容

　この活動では、指導グループが「ウケル」「盛り上がる」「しらけきせない」という意識をもって

いることがうかがえる。大学生の日常的な「ノリ」や交友関係を考えると自然なことかもしれない

が、この意識は、どんな歌だったら、どんな活動だったら、楽しんで意欲的に歌ってくれるかとい

う指導内容に向けられる。活動内容を計画し、それに合わせて指導グループのメンバーが自分にで

きる役割を考えていく。役割は、範唱する、大きな声で指示を出す、身体表現を生かす、絵図を活

用する、歌詞を朗読する、ピアノ伴奏する、ギター伴奏する、打楽器を使う、コメントする、指揮

をする、レクリエーション的な活動をする…など、指導内容や各自の資質に応じて決められる。

　資料3は2005年前期の授：業でのく歌唱指導体験〉の各グループの活動内容を「曲名」「指導目標」



126 中嶋　俊夫

「指導方法・形態・内容」の順にまとめたものである。その中で「指導方法・形態・内容」の欄で　　　を

印した事項は、共有体験を促進させる活動として筆者が注目する事柄である。この点については、

学生の感想や意識、また「場の共有」と関わって後述する。

［資料3］　　2005年前期　初等音楽科教育法く歌唱指導体験〉の内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・共有体験を促進させる活動

班 曲　　名 指導目標 指導方法・形態・内容
1 a．こげよマイケル

aDカントリー・ロード

相手の音と自分の音

�ｷき分けて歌う

a曲は発声練習を兼ねて歌唱意欲を引き出す。

uマイケルこげふねを」を「今度は大きな声
ﾅ」などと敷戸を替潔博。b曲は2部合唱。アニメ『耳をすませば』のげデオ使：壌。

2 君をのせて 曲の拍子を変えるこ

ﾆによって曲想の変

ｻを感じる

4分の4拍子の原曲を歌う→4分㊧蝉騒墜に
鴛ﾏ寒ぐワルツ風に→さらにスタッカートや強
繧ﾌ変化を加えていく。皆にi凝の漢う1な雰躍非業変鶴むだか考えさせながら歌う。

3 a．ドレミの歌

aDふるさと

皆で歌を楽しみ、イ

＝[ジしながら歌う

a曲で発声練習、2部に分かれて、魯え歌に
ｵて。b曲は2部合唱。自分のふる：さど：の愚

F出を書ぎ、イメージしながら歌う。さらに、
ﾓるさとのオ：メ繭ジを絵に瞬ぐ。

4 a．いるかはざんぶらこ

aD山のポルカ

B．きよしこの夜

リズムに合わせて楽

ｵく歌おう♪

a曲は手拍辛驚織㌶壌、b晦嫉男女に分かれて

Wダ欝欝ツ鮎蝉騒レ、華撫磁㊧鷺ヤ、c曲は
Q部合唱後、ジ華ズ憲の初塊ぶ繕究’ビンジし

ﾄ雪雲乎にめぜ℃歌う。

5 a．キラキラ星

aDゆかいに歩けば

B．いろんな木の実

リズムや振りを考え

驍ｱとにより、楽し

ｭ、かつ音楽的な歌

｢方に触れる

はじめに体操。a曲で発声練習、幽輪編艶擬
uされた「マ」「ポ」「ヒャ」に従ってスキャッ

gで歌う。半音ずつ上げていく。b曲は轟踏

ﾝレな炉ら簡単な寧部合唱・c曲では曲に合っ
ｽ藩憩拳φ則饗みを鷺懸考濠石。グループに

ｪかれ、フレーズごとの拗：を考藻、酬之な

ﾂ1（全員で通す。

6 a．森のくまさん

aDエーデルワイス

音のおいかけっこと

dなりを楽しむ

a曲では先唱役を替えて炎互曝を楽しむ。b
ﾈは2部合唱。『サウンド・オブ・ミュージッ
N』の一場面を籍噸糠観る。

7 AWhole　New　World
i日本語版）

パート練習を通し
ﾄ、よりきれいなハ

c鰍�ﾂくりあげる

『アラジン』のbV珍を観《、場面やイ～く一
Wをつかむ。、ア章ジ潔とジ童廓ミこ～の瀦ヤデ寡iを男女で上げ、パート練習する。各パート（？聴かせ所を確認し表現する。男女向か勢食っ

ﾄあわせる。
8 a．こぶたぬきつねこ

aD喜びの歌

iベートーヴェン）

振り付けを考える、

ﾌを歌う楽しさを伝

ｦる

a曲で越グループに分かれ、替家職奪耀っで、
ｻれに搬り凌赫げ窯順番に発表する。b．曲は2グループに分かれ、各フレーズの強弱の変

ｻ（mf→f→fOを交互に受げ渡知で表現する。
w搬参る：。

9 世界にひとつだけ

ﾌ花
J・POPを選曲、興味

�揩ﾁて楽しく歌う

SMAPのライ，ヴをDV工）’で観る。模i磯輝iに書

ｩ轟だ下野を麟読し、歌詞に大切に歌うとこ

?、盛り上がるところなど、曲想の変化を三
ｪげしで書送込んで表現を引き出す。援り付

ｯを指導。ギターとピアノの伴奏。
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3．〈歌唱指導体験〉の成立要因と学生の意識

　（1）歌唱指導体験後の感想一グループでの話し合い一

　　　この活動では、各グループが行なった歌唱指導に対して、毎回、学生一人ひとりがコメント

　　を書いて評価する。さらに全グループが歌唱指導体験を終えた後、各グループで振．り返って反

　　省や感想を述べ合う。資料4は2005年前期の授業で、全グループの〈歌唱指導体験〉の後に各

　　グループで話し合った内容から、「指導にあたって大切にしたこと」「他のグループから学んだ

　　こと」「歌唱指導体験を今後どのように生かせるか」の項目を選んでまとめたものである。ここ

　　では、活動を通して学生たちは何を大切にしているかに注目したい。

［資料4］　　〈歌唱指導体験〉後のグループでの感想

班
指導にあたって大切

ﾉしたこと

他のグループの指導から

wんだこと

歌唱指導体験を今後どの

謔､に生かせるか
1 雰囲気づくり。　　　　　　　L

潟Yム。

指導される側に作業をさせる。

Iリジナリティーを出す。

g体表現を盛り込む。

歌が苦手な子どもも，身体表現を

ﾁえれば，苦手を意識せずに参加

ﾅきる。

2 リズムの変化を意識し

ﾄ歌わせるようにした
ｱと。

ﾈの雰囲気を考えさせ
ｽこと。

機器を使用する場合，授業の進行

ﾌ妨げにならないよう準備する。

ﾇ内で打ち合わせをよくする。

ﾎ顔を絶やさない。

集団に対して指導することの難
ｵさど楽しさを知った。どうすれ』

ﾎ聞いてもらえるか，興味関心を

烽ﾁてもらえるか，模索したその

菇@を同じような場面で生かし
ﾄいきたい。

3 歌詞のイメージをしっ

ｩりつかみ，伝える。

楽しませる工夫に感心させられ
驍ｱとが多かった。教材としてど

黷ｾけ優れているか，何を学んで
烽轤､かだけではなく，自主的に

謔闡gませる雰囲気づくりは大
ﾘである。

歌詞からどのようなイメージか
ﾈど，じっくり考える機会になっ

ｽ。教師の押しつけではない授業

W開を目指したい。

@　　　’　　　　　9

4 リズムの違いやリズム

ﾉのって楽しく歌える
ｱとを感じてもらう，

g体表現を活用する。

歌詞を自分流にアレンジすると，

謔關eしみをもって楽しく歌え
驕B選曲は大事。指導者の心の持

ｿようで生徒の雰囲気も変わる。

指導には様々な方法があるとわ
ｩったので，授業への意欲向上の

ｽめに方法を工夫する。

ｶ徒の前で歌うことができる。
5 相手が自発的，積極的

ﾉ考える活動と，こち
轤ｩらアプローチして

wびとってもらう部分
�ﾝけた。活動しやす
｢雰囲気づくり。

自分たちが元気に楽しくやるこ
ﾆで雰囲気をつくり，皆を巻き込

�ﾅいく。

音楽の授業方法も，ただ歌ったり

苑tしたりするだけではなく，い

?んな工夫や展開が臨めるとい
､ことがわかった。音楽という枠

�ｱえた創造・想像あふれる授業

ﾉしていきたい。
6 明るく，楽しく，おも

ｵろく。

ｼの人の声をきくこと。

歌詞や拍子を変えてみること。

ｺ奏によってノリも変わること。
二二の指導のよかったところも
ﾜめて，今後実際に授業する時の

Q考にする。

7 前に立つ人が頑張って

eンションを上げる。

振り付けを考えると，楽しさ，ノ

鰍竄ｷさにつながる。

ﾇの雰囲気がよいところ。

皆で曲にのって楽しく歌える。

pかしがらずに歌える，指導でき
驕B

8 歌うことの楽しさを感

ｶてもらう。

準備をし，指導の段取りをよくす

驕Bリズム，音程をとらせるため
ﾌ指導。

歌をうたうことが楽しいと思え

驍ｱとが一番大切ということが
墲ｩった。

9 前を向いて声を出す。

Sをこめて歌う。

曲をただ楽譜のまま歌うのでは
ﾈく，自分たちでリズムや歌詞を

ﾏえていたこと。

歌唱授業を構成することができ
驕B工夫一つで授業が大きく変わ

驍ｱとの要素と大切さ。
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　　ほとんどのグループが「指導にあたって大切にしたこと」として、「楽しんで活動できる雰囲

気」を挙げている。まず「雰囲気がづくり」が共感を促し、そこから関心・意欲に働きかけて

歌唱表現を引き出すことが共有体験につながることを、学生たちはこの経験を通して理解して

いる。具体的な内容をみると、「指導にあたって大切にしたこと」と「他のグループの指導から

学んだこと」の両方で、「身体表現」に対ずる意識が高いことがうかがえる。これは、「身体表

現」が雰囲気づくりと表現意欲の両面で、効果的に働くと考えられているからであろう。さら

　に、前に卑っ指導者の人柄や表情も雰囲気づくりには欠かせない要素であるし、自分たちで歌

詞、リズム、拍子などを替えるというオリジナリティある活動も、自発性や積極性を喚起する

　と認識されている。これら雰囲気や意欲に働きかける観点が、共感と共有意識にむすびつくと

受けとめられよう。

（2）歌唱活動の目的と共有成立の要因

　　この学生によるく歌唱指導体験〉を分析する観点を、「歌唱活動の目的・内容」と「歌唱活動

が共有体験として成立するための要因」の2つの方向から下記のようにとらえる。

歌うことによって何を共有するのか、したいのか　…目的・内容

○歌うという行為自体：一体感、交流、レクリエーション…　　“　　　．

○好きな歌

○それぞれの歌がもつ固有の目的：賛美する、祝う、勇気づける、別れを惜しむ…

○歌詞の表現内容

○音楽的表現内容：旋律、リズム、ハーモニー、ダイナミズム…

歌唱活動共有の成立要因　…方法・条件

○動機付け（なぜ歌うのか）

○人間力（コミュニケーション能力）

　・パーソナリティ＝話し方、表情、指示や誘導の仕方…

　・人と人がぶつかり合うエネルギー：反応、共感、疑問、要求、評価…

○フォーメーション・形態：手をつなぐ、円陣をくむ、向かい合う、ステージにのる…

○アプローチの方法

　・音楽専門的アプローチ（発声法、譜面の読み方、リズムのとり方、曲想、美しい響き、範

　　　　　　　　　唱、ピアノ伴奏…）

　・音楽外的アプローチ（身体感覚、図形的解釈、絵画・写真・映像の活用…）

（3）歌唱活動共有の要因を学生はどう、とらえたか一意識調査を通して一

　　グループごとの話し合い（振り返り）の後、さらに個人個人がく歌唱指導体験〉をどう受け

　とめたかアンケート調査を行なった。資料5に示されるようにアンケート1では、歌唱活動共

有の条件として挙げたA～：Fの項目について、持ち点50を割り振ってその必要度を表すという方

式をとった。A～Eの項目は、先に述べた「歌唱活動の目的・内容、共有の成立要因」の考えを

　もとに選定した。［A一選曲］は「歌唱活動の目的・内容」、B～Eは「歌唱活動共有の成立要因」

　と関わる。A～Eに当てはまらない条件がある場合、回答者はFに自由に記述できるようになつ
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ている。つづくアンケートIIでは、歌唱指導において「うまくいった点」「うまくいかなかった

点」がアンケート1のA～Fのどの観点によるのか、それぞれ3項以内で振り返り、具体的な内

容を記述する形式になっている。

　アンケート結果は2004年後期と2005年前；期の2クラス分を掲載した。1の結果は資料5の質

問欄に併記して示した。2クラスとも［C一フロアとのコミュニケーションのとり方］がもっと

も多いが、そのことを結果としてみるより、むしろ各項の必要度がバランスをとって評価され

ていると受けとめてよいのではないだろうか。

　アンケートHの結果と具体的な記述内容は資料6に示した。「うまくいった条件」としてもっ

とも多かったのは、2クラスとも［A一選曲］である。それにつづくのが2004年後期ではCとE、

2005年前期ではD、と多少傾向が分れている。他方、「うまくいかなかった条件」は、2クラス

ともCとD、そしてBという順になっている。資料6の後半は、「うまくいった」「うまくいかな

かった」で挙げられたA～F項目の具体的な内容をまとめたものである。重複するものや類似す

るものは可能な範囲で一つにまとめた。「うまくいった」の記述内容で、たとえば「手拍子」な

どは異なった項目でとらえられている。それは、一つの活動内容が状況によって異なった位置

づけがされるということを示している。

　「うまくいった」の条件は、前述のように［A一選曲］がもっとも多かったが、具体的には

皆が知っている、好きな曲であること、あるいはかけ合いやハモリといった音楽的に魅力ある

課題が含まれていることが挙げられた。何よりも歌う曲が、共有の目的対象として第一に意識

されていることがわかる。B～：Fの全体的な特徴は、手拍子、足踏み、手遊び、振り付け、カー

ドを使ってリアクションを引き出す、など「身体的表現をともなう活動」、絵やカード、映像な

ど「視覚的なアプローチ」、テーマ性を表現させる、歌詞を替える、振りを考えるなど「創作を

ともなう活動」などに意識が向けられていることである。

　一方、「うまくいかなかった」で挙げられている項目はCとDが多く、具体的な記述内容では、

指導グループの事前準備や意欲、コミュニケーションのとり方、メンバーの連携といったチー

ムワークや人間力が不足していたことが示された。そして、指導方法や表現を引き出すアプロ

ーチの工夫など、適切な手立てを用いることができなかったことも要因として挙げられている。

　アンケートに現れる事後の反応は、授業クラスの雰囲気、扱った題材や指導グループの人間

関係によって左右されると思われる。本アンケートの目的は、歌唱指導という体験を他のグル

ープの活動を含めて振り返ったときに、多角的に状況を捉え、そこにアプローチのチャンスが

あることを意識づけることである。その意識が、次年度以降に教育実習で子どもたちの前に立

ったときに、何らかの形で生かされること、それが授業のねらいである。

の
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［資料5］　初等音楽科教育法く歌唱指導体験〉後アンケート

1　歌唱指導が成果を上げ、指導グループとフロアの皆が歌唱活動を共有するために必要な条件と

は何でしょう。持ち点50点を下記の項目に割り振って必要度を表してください。なお、A～Eの

項目以外にあなたが考える条件があれば、それを：Fに記入してください。

【回答者数】2004後期：49人，2005年前；期：47人

条　　　　　　　　　件 配　点 2004後期 2005前期

A一選曲　　’l

@　　　　　　I

20．4％ 20．0％

B一指導者の人柄（指導グループのカラー） 17；2％ 19．2％

C一フロアとのコミュニケーションのとり方（動機付け、

@　　雰囲気づくり、フォーメーション…）
26．4％ 25β％

D一音肇専門的な揖導方法（発声練習、重唱、読譜、音取

@　り、リズム打ち、ピアノ伴奏…）
20．2％ 17．2％

E一音門外的な指導方法（絵・身体表現など音楽外的な

@　表現手段の活用）
14．8％ 15．4％

F一※
1．0％ 2．4％

合計 50 100．0％ 100．0％

※　指導の構成・流れ，他教科との関り，導入方法，馳事前の　　　　　　　　　　　（100％換算）

　　準備チームワーク，歌唱の目的，時間の取り方，笑い

皿　あなたのグループが行った歌唱指導について答えてください。

○歌唱指導がうまくいったときの条件は何でしたか。上記IA～Fの項目から3つ以内選んで

　［　］に記入し、それぞれの条件の内容を具体的に書いてください。

［

［

［

］

］

］

○歌唱指導がうまくいかなかったとしたら、その条件は何でしたか。A～Fの項目から3つ以内選

んで［　］に記入し、それぞれの条件の内容を具体的に書いてください。

［

［

［

○あなたのグループ番号　（
）
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［資料6］アンケートHの集計結果 【回答者数】2004後期：49人，2005年前期：47人

うまくいった　　　うまくいかなかった
条　　　　　　　　件

2004後　　2005前　　2004後　　2005前

A一選曲 32　　　　32 7　　　　　2

B一指導者の人柄（指導グループのヵラ「）． 7　　　　　5 12　　　　　15

C＝フロアとのコミュニケーションのとり方（動機

@　付け、雰囲気づくり、フォーメーション…）
24　　　　　13 18　　　　17

D一音楽専門的な指導方法（発声練習、範唱、読譜、

@　音取り、リズム打ち、ピアノ伴奏…）
17　　’勿 飢　　　‡8

E一音楽外的な指導方法（絵・身体表現など音楽外

@　的な表現手段の活用） 唐0　　12 6　　　　　　9

F一 2　　　　　2 1　　　　　4

合計 102項　　　86項 65項　　65項

うまくいった

A一皆が知っている歌を選んだ／知っている歌にアレンジを加えた／明るく，楽しい曲／誰でも好

　　きな曲，いい曲を歌いたい／かけ合いの部分がある／ハモりきれいな曲…

B一やる気があった／メンバーがよく協力できた／笑いがとれた／フレンドリーかつ真剣にやった…

C一ビデオ・DVDなどを活用／手拍子／手遊び／グループに分け連帯感をもたせた／雰囲気づく
　　り／振り付け／替え歌をつくる／歌詞を掲示／絵をかく／解釈や意見を求める／皆で前に並んで歌

　　う／向き合って歌う／カードをみせてリアクションを引き出す／録画してやる気をもたせた…

D一手拍子や足踏みでリズムをとる／歌いやすい伴奏／アレンジした／歌える人を生かす／知って

　　いる曲で発声練習／音取りやパート練習をしっかりする／ジャズ風のリズムで／歌う姿勢／楽

　　譜の説明／積極的に三唱する／強弱にポイントを置く／ギターで伴奏…

E一絵をかく／手拍子・足踏みでリズムをとる／身体を動かして／歌詞を聞き取って書く／中国語
　　で歌う／カードで動作を引き出す／歌詞を模造紙に書いて／一人一人の名前の由来を生かして

　　／振り付けを考えてもらう／歌詞を変えるというゲーム性／テーマ性をもたせて表現する…

F一段階を追って指導できた／笑いがあるとうまくいく／CDを聞きながら…

うまくいかなかった

A一指導目標と曲が合っていなかった／曲が難しい／皆があまり知らない曲／選曲はよかったが時

　　間内に仕上がらなかった／振り付け重視のマニアックな選曲…

B一積極的にコミュニケーションをとるべき／打ち合わせ不足／ひきつける熱意がなかった／グル

　　ープの個性をもっと出すべき／ふざけた雰囲気になった／説明が不明瞭／一人に頼ってしまつ

　　た／適切なコメント／相手のことを考えずに進めてしまった…

C一関心を引き続けること／雰囲気づくり／コミュニケーションのとり方／時間の使い方／進め方

　　のテンポ／リハーサル不足／動機づけ／場面の想定をすればよかった／フォーメーションのと

　　り方／指示の伝わり方…

D一音域の設定／ポイントをついた指導／三唱・先唱のし方／ピアノ伴奏／音取りの方法／曲想や
　　楽譜上の記号の生かし方／パート練習の不足／発声練習不足／歌唱の技術指導／歌いこみの度

　　合い／音楽の専門的知識…
E一音楽外的な指導方法をとらなかった／飽きさせない工夫／皆から引き出した題材の解釈と表現

　　との関連付け／身体表現を取り入れるべきだった…

F一歌唱の目的がわからない／限られた時間内での達成／説明の伝わり方／提案する表現のアイデア…
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皿　共有体験の場づくりへのアプローチ

1．「場」という視点

（1）　「場」への志向

　　　これまで教育現場を中心にさまざまな音楽の表現活動に関わってきた中で、それぞれの場に

　集った二人ひとりが、「自分は生かされている」と実感できる表現の場をいかにつくり出すかを

　志向してき．た。この一人ひとりが参加できる表現活動の実践に示唆を与えたのが、音・音楽を

　言語やコミュニケーションの形態からとらえ、その意味作用を感受・表現の活動に生かすとい

　　う視点であろた。それは、筆者がイタリアの音楽教育研究を通して影響を受けた考え方4である

　が、先津の初等音楽科教育法での取り組みに例をみるように実践を積み重ねてみると、！二人g）

　独自性と他者との共通性が交流する活動の場に発展することが認められた。人それぞれの音楽

　的能力を受け入れ、それらを生かすことが共有体験の場に求められる。

　　一方、子ども、大人に限らず、一つの目標に向かって課題を克服し、協同して取り組んだ表

　現にはいつも心を打たれる。それは表現者同士の間で確実に共有されたものがあり、それが伝わ

　　るからである。〈小学生と大学生の交流音楽会〉の例でみたように、大学生がつくった場が子ど

　　もたちに受け入れられたとき、予想以上の反応が生まれ、感動の場を共有していた。このように

　　「共有の場」は、参加者一人ひとりの発想や表現が生さる場であると同時に、共感する場である。

　（2）2つの次元からみた「場」

　　　ここで音楽表現の揚を大きく2つの次元に分けて考察を進めたい。1つは人が物理的な位置

　関係によって表現者として存在する場、もう一つは表現の解釈と関わる場である。前者は「現

　実の場」であり∵後者は現実の場と違う次元の「もう一つの場」、簡単に言えば想像が生み出す

　場である。人と人が体験の共有度を高めるために、「現実の場」は自分と他者がいる好ましい状

　況でなければならない。また表現の共有度を高めるためには、表現にともなう解釈やイメージ

　　において、つまり「もう一つの場」を共感することが必要であろう。どちらにも共通すること

　　は、自分がそこに身を置いているという「身体牲」によって場がとらえられるということでは

　ないだろうか。

（3）2つの「場」へのアプローチ

　　前述した2つの場のうち、表現者が実際にいる「現実の場」を場1、表現の解釈と関わる「も

　　う一つの場」を場2として、それぞれがどのように場の共有度を高めていけるかを考えていき

　たい。

　　筆者は授業や教員向けの講習会などで、導入的活動としてコール・アンド・レスポンスの形

　式を活用している。打楽器で拍子を取りながら「お名前は？」「どこから来ましたか？」と歌う

　　ように問いかけ、参加者一人ひとりがその間に同じようにふしをつけて答えていく。問の内容

　は「好きな食べ物」「好きな学校行事」…と代えていく。この活動によって、初対面であっても・

　互いに親近感が生まれ、・緊張が緩和される。また、いきなり歌唱などの表現に入っていくより、

　　も、問に答えるという動機から表現へと導いた方が、その後の活動がスムーズに進んでいく。

　　このような活動は場斗での共感を高める働きをする。他にも身体反応を隼かしたり、ゲーム感

　覚で楽しめる活動なども有効である。

　　次に「ビリーブ」（杉本竜一作詞・作曲）という歌を例に場2について考えていきたい。この

　歌は小学校でもっとも人気の高い曲で、教科書にも取り上げらている。人気の要因は、冒頭の
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旋律が下降するゼクエンツのラインを描き、循環性があって歌いやすいということもあるが、

何よりも歌詞の共感性が高いということではないだろうか。1番の歌詞は「たとえばきみが傷つ

いて、くじけそうになったときは…」、2番の歌詞は「もしもだれかがきみのそばで、泣き出し

そうになったときは…」で始まる。「たとえば」「もしも」という問いかけが、歌う者に自分が

どこで、どのような状況に身を置いているのか、その解釈を促す。具体的に自分の立場は「ぼ

く」なのか、「きみ」なのか、だれとどこにいるのか、どんな気持ちなのかを必然的に考えさせ

られるのである。そのことが歌う者一人ひとりの共感を呼び、その思いを皆で共有して歌って

いるという場につながっていく。

　初等音楽科教育法授業の実践例であるが、黒板に描かれた図1aの線を授業者が指でなぞり、

その動作にあわせて学生たちは音の高低をつけて「ア～～～」と声を出す。次に図1bのように

puとpaのシラブルをつけて同じように声に出させる。図1aの場合、蛇行するラインを場1（η

レベルで共有するが、図2bの場合はpu～pa～と擬声的な表現になることによって想像の場一

たとえばサイレンの音を連想するなど一を生み出し、場2のレベルでの共感を促すことになる。

これは一例であるが兎音楽の学習や表現活動の中で、場1と場2が相互に関わることがよくあ幽

る。音楽的な表現を引き出し、体験を共有するためには、この2つの場に働きかけるという視

点が必要である。

又ノ／へ_／幽_ノ三
図1a

P復

り

F久

P“

伊

ρα』
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ρ桝

2．場の共有を高めるコンテクスト

　（1）コンテクストの概念5

　　　コミュニケーションは発信者が受信者に向けてメッセージを伝えることであり、メッセージ

　　が正しく伝えられるためには、メッセージが作成されたコードに従って受信者はメッセージを

　解読すればよいのである。しかしメッセージの解読はコードの制約に従うものの、その解釈に

　　は状況としての意味が関わってくる。

　　　「私は白い」というメッセージが発せられたとする。状況が特定されなければ「肌が白い」

　　「無実である」「頭がパニックである」などいろいろな解釈ができるだろう。また数人に「冷た

　　い」という言葉を順番に言わせる。ほとんどの者は、はじめは何も考えずに「冷たい」と声に

　するだけであるが、次にある状況を想定してもう一度「冷たい」と言わせる。この時、冷たい

　　ものに触れたのか、同じ冷たいものでもそれは何であるのか、あるいは人に対して薄情だと言
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　つたのかなど、状況的意味が加わった臨場感ある表現になる。

　　このように同じメッセージでも状況や文脈、一1つまりコンテクストcontextによって意味解釈

　が違ってくる6メッセージを他者と共有するためには、このコンテクストの共有性ということ

　が大切になるだろう6。この「メッセージ」を「音楽表現」に置き換，えると、音楽表現のコンテ

『’ Nストというとらえ方が可能ではないだろうか。

　　前述した〈小学生と大学生の交流音楽会〉では、ストーリーや想像の世界が、子どもの表現

　に意味を与えるコンテクストの役割を果たしていたと言える。このように考えると、1コンテク

　ス．トを共有することと、表現を共栄することの関連性がみえてくる。

（2）2つの場と2つのコンテクスト

　　前述した2っの場を「コンテクスト」という概念からとらえると、場2は表現の解釈をとも

　なう場、つまりコンテクストそのものであり、このコンテクストを共有することが場1での表

　現の共有度を高めることになるだろう。また、人と人が表現体験の共有を深めるためには、場

　1は自分と他者がいる好ましい状況であることも大切である。この自分と他者との好ま『しい状

　況、言い換えれば共感できる状況というのは、何らかの要因で形成されている。このような状

　況やその要因は、人間関係のあり方のコンテクストという見方ができるのではないだろうか。

3．場・コミュニケーション・コンテクストの視点から見た学生のく歌唱指導体験〉

　この「場」という課題について、生命関係論の立場から清水博氏（以下、清水）が提唱するく場

の共有と三三〉という一連の考え方に共鳴するところが多くある。特たその中から、場の共有を促

すコミュニケーションのあり方を方向づけている次の3点に注目する7。

i）コミュニケーションにおけるコンテクストの重要性

i）身体を参加させる自他非分離的コミュニケーション

血）誘導合致induced　fitのプロセス

　さで、学生たちの「歌唱指導体験」や児童との交流㊥場をもう一度振り返ると、この清水の言う

呂つのポイントが、共有体験の場に必要であると理解させられる。

　活動において学生たちは、場の友好的な雰囲気を何よりも大切にして取り組んでいた。手拍子、

足踏み、身振りなど、導入段階で身体的な反応を生かした活動は、その場にいっしょにいて同じ動

作をする者同士の共感を高める効果がある。ジャズやワルツの形式にアレンジすることは、身体の

スウィング感を引き出すので、同じ場で同じ音楽に反応していることを意識させただろう。また、

力脚ドや絵図を使って、視覚に働きかけて動作や歌声を引き出すという方法も同様の効果があった

と考える。DVDの映像や模造紙に書かれた歌詞など、それら自体、その場で共有されるものの対象

になる。そして交互唱やリレー形式を取り入れたり、円陣を組んで向かい合ったりというフォーメ

ーションの工夫などは、同じ場にいる人たちがどんな人なのか、場をどのように分かちあっている

のかを身体を通して実感させるアプローチであった。これらのことは、先述の場1で好ましい人間

関係をつくるコンテクストの働きとしてとらえることができるだろう。

　他方、「ふるさとの思い出やイメージを絵や言葉で表す」といった活動では、イメージが絵や言葉

でに表されることによって、その内容の違いや共通性が集団の中で交流し、皆で歌う「ふるさと」

のコンテクストの共有が図られていく。
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　替え歌にするという活動も、向じ歌でも皆で歌詞を考えながら作り替えることにより、その意図

や思い、つまりコンテクストを共有して歌うことに結びつくだろう。そして、ストーリーや場面設

定を取り入れることは、場1での人間関係を育みながら、同時に表現解釈を意味づける場2のコン

テクストの共有においても有用であった。

　これら学生たちがとった指導の方法や形態には、身体性やコンテクストと関わりながらコミュニ

ケーションを図ろうとする意識が現れている。それら発想は、授業に参加している学生たちがく歌唱

指導〉という課題と、与えられた場と時間、グループのメンバーの個性、共同体であるクラスの雰囲

気など、さまざまな状況を勘案しながら、交流の場を通して導き出されたものである。図3は、場1

と場2へのアプローチが「音楽的体験の共有の場」をつくるということを示した試案である。

　清水が主張する「誘導合致のプロセス」とは、最初は広い間口で相手と向き合い、次第に良好な関

係にフィットさせていくことを言う8。音楽の活動や学習において、はじめから特定のレベルを設定す

ると、できない、やりたくないという反応を引き出してしまうことがある。筆者は学生たちがとった

指導方法を評価する点は、まずだれもが参加できる場を大切にしていたことである。この場に皆が入

ってきてこそ、多様な価値観や能力をもった人たちが互いの差異を超えて一緒に三三する場が生まれ

ると考える。このことは教育の場において求められていることである。

場2へのアプローチ
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場1へのアプローチ　　　　　　i

　音楽的表現活動によってっくられる1
　人間関係の好ましい状況　　　　’i

図3

おわりに

　資料7は、初等音楽科教育法の最初の授業時に学生にとったアンケートの一部で、「小学校で教師

が音楽の授業をするための条件」を尋ねたものである。当然のことながら「楽譜が読める」「ピアノ

など鍵盤が弾ける」「リコーダーなどの楽器が演奏できる」といった音楽固有の技能や知識を優先し

ていることがうかがえる』一方資料8は、歌唱指導体験後に、体験がこれから児童の歌唱表現の場

でどのように生かされるかを推定的に尋ねたものである。51人中47人（◎と○あわせて）が「児童
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といっしょに楽しく歌える」と答え、多くの学生が「歌唱意欲を引き出すための工夫」「表現内容を

高めるためのアプローチ」・ができる（できそう）と答えている。2つのアンケートは、客観性をも

った事前事後のデータとしてとらえらることはできないが、少なからず授業の目的は受けとめられ

たと感じている。

　本研究は実践的な立場から、音楽の感受・表現の活動が、意味作用やコミュニケーションと関わ

っていかに共有体験の場に生かされるかを論じたものである。さらに課題としては、筆者の「初等

音楽科教育法」を履修した学生が、その後、小学校現場で実際に児童の音楽活動と関わる機会があ

ったか、その機会にどう応えることができたかを受けとめていく必要がある。

　本研究を通して「音楽的表現を共有する場づくり」を提言したが、この「場」は決して音楽の技

能や磨かれた表現活動を後回しにするものではない。皆が参加する場が図られてこそ、継続的に音

楽と関わる基盤が形成され、その上に技能や感性が磨かれて美的体験への導きがあると考えている。

［資料7］・初等音楽科教育法・第1回の調査から（2006年前期クラス）

○小学校で教師が音楽の授業をするために必要な条件について、あなたの考えを聞かせてください。

　下記の項目に関して、絶対必要◎、必要○、望ましいができなくても何とかなる△、必要ない×

　の判断を（　）内に記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【回答者β1人】

必　要，条　件 ◎ ○ △ × 無回答

音楽が好きである
襯鍔ひ

・ウ’轡轟：i

戟E，＝賄｝1　勲 14 1 0

楽譜が読める

il≡…il篶

`轄＝「勲｛：；＝蝋冤

鵬i糞i…叢

2 0 0

ピアノなど鍵盤が弾ける
．’．ρ”A：

転

8 0 1

即興で伴奏できる 1 16
二：く壬’＝き

9 4

合唱・合奏用にアレンジできる 0 8
チ＝＝ゴニ1二塁∴難

E＝淵ξIl∴蝋繍

6

リコーダーなどの楽器が演奏できる
蓋ま1ヨ・i㌃ii＝・i

Qき＝r縣写．．’欝．啄’

∴’了1＝＝♂鰹＝卜≒＝＝；＝る

A帰w輯’卜’己ソ

6 1 3

歌がうまく歌える 6
「鮎＝るヒ；る照

4 2

指揮ができる 13
贈欝：贈i轄弊：掌 賢：ウ：；＝季鋤嘱轍

4 1

音楽にあわせて身体表現ができる 2 16 灘瀞縄撚 11 4

いろいろな曲についての知識が豊富である 2
㌻ξ：おiまる鰍＝鐸串

垂ﾜ．矧凱写≠欝1守

：｝＝；櫛…粥…餅

P孚，．｝勘覗

8 5
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［資料8］　〈歌唱指導体験〉後のアンケートから （2006年前期クラス）

○この歌唱指導体験は、これからあなたが児童生徒の歌唱表現の場に身を置いたとき、どのように

　生かせると思いますか。そう思う項には○、特にそう思う項には◎を（）につけてください。

　また「できる」は「できそう」と解釈してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【回答者数：51人】

◎ ○ ◎＋○

1。，生かせると思わない（） 2 0 2

2．児童といっしょに楽しく歌える（） 23 24 輔ド漕’＾臨，竃

3．児童の前で独唱できる（）　　　　　　　　　　　　　　　　、 6 26 32
4．声がけをしながら児童の歌唱表現を誘導することができる（） 11 29 ・1卜；ゴr㍑ざ｝ゴ．’ゴ＝．≧5；、

5．指揮をしながら児童の歌唱表現を誘導できる（） 3 30 33
6．児童の歌唱意欲を引き出すための工夫ができる（） 13 28

竃’燃隅灘

7．歌詞の内容，曲想など表現内容を高めるアプローチができる（） 17 27 ：遷艸ρゴゥゴ＝；魅
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